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じ
め
に

法(史的研究)

本
稿
を
成
す
に
あ
たっ
て 、
該
当
す
る
論
文
を
ざっ
と
数
え
上
げ
る
と 、
一

八
O
編
あ
ま
り
と
な
っ
た 。
「
展
望」
の
主
旨
に
鑑
み 、
で
き
る
だ
け
研
究
の
大

き
な
動
向
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
方
針
を
採っ
た
結
果と

し
て 、
多
数
の
優
れ
た
論
文
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
とが
で
き
な
かっ
た 。
取

り
上
げ
る
論
文
の
選
定
に
あ
たっ
て
は
無
私・
公
平
を
心
が
け
た
と
言い
た
い

が 、
私
自
身
の
好
み 、
く
せ 、
個
人
的
な
思い
入
れ
等
を
完
全に
排
し
得
て
い

る
か
と
問
わ
れ
る
と 、
自
信が
ない 。
単
な
る
筆
の
すべ
り
と
い
うこ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い 。
と
も
あ
れ 、
現
在
私
の
な
し
う
る
限
り
の
こ
と
は
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で 、
論
文
ご
著
者
な
ら
び
に
読
者
各
位
の
ご
海
容
を

-Zい
たい 。

な
お 、
取
り
上
げ
た
論
文
に
は
そ
れ
ぞ
れ
著
者
名 、
論
文
題
名 、
所
収
雑
誌

名 、
巻
号 、
発
行
所 、
発
行
年
等
の
情
報
を
付
し
た 。
た
だ
し
次
の
論
文
集に

つ
い
て
は 、
略
号
に
よっ
て
示
す
こ
と
に
す
る 。

小
林
記
念
『
小
林
芳
規
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論
集」
小
林
芳
規
博
士

退
官
記
念
会
編 、
汲
古
書
院 、
平
成
四
年
三
月

辻
村
記
念
『
辻
村
敏
樹
教
授
古
希
記
念
日
本
語
史
の
諸
問
題」
辻
村

文

金

敏

水

敏
樹
教
授
古
希
記
念
論
文
集
刊
行
会
編 、
明
治
書
院 、
平
成
四
年三
月

藤
森
こ
と
ば
『
藤
森こ
と
ば
論
集」
藤
森こ
と
ば
の
会(
代表
大
塚
光

信)
編 、
清
文
堂
出
版 、
平
成
四
年
十
月

文
化
言
語
学
「
文
化
言
語
学
そ
の
提
言
と
建
設』
文
化
言
語
学
編
集

委
員
会
編 、
三
省
堂 、
平
成
四
年一
一
月

鶴
久
記
念
「
鶴
久
教
授
退
官
記
念
国
語学
論
集」
鶴
久
教
授
退
官
記

念
論
文
集
刊
行
会
編 、
桜
楓
社 、
平
成五
年
五
月

小
松
記
念
『
小
松
英
雄
博
士
退
官
記
念
日
本
語
学
論
集」
同
編
集
委

員
会
編 、
三
省
堂 、
平
成五
年
七
月

松
村
喜
寿
『
国
語
研
究」
松
村明
先
生
喜
寿
記
念
会
編 、
明
治
書
院 、

平
成五
年
十
月

以
下
の
節
で 、
テ
ーマ

別
に
分
類し
な
が
ら
研
究
動
向
を
探っ
て
行
き
たい 。

係
り
結
び

係
り
結
び
の
問
題は 、
近
世
国学
か
ら
受
げ
継が
れ
た 、
国
文
法
に
お
け
る

最
も
古い
研
究テ
ー

マ
の一
つ
で
あ
る
が 、
今
期 、
新
た
な
段
階に
立
ち
至っ

た
と
言
え
る 。
そ
れ
は 、
大
野皿日「
係
り
結び
の
研
究」
(
岩
波
書
底 、
平
成5 。
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以
下 、
大
野『
研
究」
と
する)
お
よ
び
阪
倉
篤
義
「
日
本
語
表
現
の
流
れ」
(岩

波
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
ス
的 、
岩
波
書
底 、
平
成
5 0
以
下 、
阪
倉
『
流
れ』
と
す
る)

と
い
う 、
文
字
ど
お
り
大
家
に
よ
る
ま
と
まっ
た
論
考が
出
版
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る 。
両
著
の
特
徴
は 、
「
係
り
結
び
と
は
何
か」
と
い
う
本
質
的
な
問
題
に
正

面
切っ
て
取
り

組ん
で
お
ら
れ
るこ
と
で 、
あ
と
に
続
く

研
究
者
に
とっ
て
ま

こ
と
に
あ
り
が
た
い
指
針
と
な
る 。
そ
れ
ぞ
れ 、
本
誌に
お
い
て
も
相
応
の
書

評が
準
備
さ
れ
て
い
る
は
ず
で 、
多
言
を
費
や
す
必
要
は
な
い
と
思
う
が 、
本

稿
な
り
の
観
点
か
ら
位
置づ
け
を
し
て
お
き
たい 。

ま
ず
大
野
「
研
究」
は 、
標
題
ど
お
り
係
り
結
び
現
象
の
統一
的
解
明
の
み

に
焦
点
を
絞っ
た
大
著
で
あ
る 。
著
者
は
係
り
結
び
を 、
「
英
語・
ド
イ
ツ
語な

ど
と
根
本
的
に
相
違
す
る」
日
本
語
の
文
構
造
の
表
示
形
式
で
あ
る
と
見
る 。

そ
れ
は 、
格
と
は
独
立
し
た
「
題
目
|

述
部」
構
造の
表
示
で
あ
る 。
係
助
詞

の
う
ち 、
「
は 、
も 、
こ
そ」
は
題
目
の
表
示
に
関
わ
る 。
そ
し
て「
ぞ 、
な
む 、

や 、
か」
は
本
来
文
末
に
あっ
て 、
陳
述の
さ
ま
ざ
ま
な
変
容
を
示
し
て
い
た

も
の
が 、
強
調の
た
め
に
倒
置
さ
れ
た
と
考
え
る 。
さ
ら
に 、
係
助
詞
は
「
疑

問
詞
を
承
け
る
か
承
け
な
い
か」
と
い
う
観
点に
よっ
て二
分
さ
れ
る 。
つ
ま

り
「
は 、
こ
そ 、
な
む 、
や」
は
疑
問
詞
を
承
け
な
い
グ
ル
ー

プ 、
「
も 、
ぞ 、

か」
は
疑
問
調
を
承
け
る
グル
ー

プ
で
あ
る 。
こ
の
現
象は 、
承
け
る
語
が「
確

定・
既
知・
旧
情
報」
に
属
す
る
か 、
「
不
確
定・
未
知・
新
情
報」
に
属
す
る
か
と

い
う
違
い
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
る 。
こ
れ
ら 、
二
つ
の
独
立
し
た
軸

に
よっ
て
係
助
詞が
大
き
く
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
とい
う
「
発
見」
に
基づ
い

て 、
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
処
理
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る 。
こ
の
二
つ
の
軸
は 、

狭
義
の
係
り
結
び
崩
壊
後
の
現
代
語に
も 、
「
は(
題
目・
旧
情
報こ
対「
が(
述

部・
新
情
報こ
とい
う
形
で
受
け
継が
れ
て
い
る
とい
う 。

一
方
の
阪
倉『
流
れ』
は 、
「
語
粂
の
変
遷」
「
条
件
表
現
の
変
遷」
「
疑
問
表

現
の
変
遷」
「「
係
り
結
び」
の
成
立
と
変
遷」
と
い
う
四
つ
の
主
題
を
柱
と
し

て
い
る 。
条
件
表
現
と
疑
問
表
現
は
既
発
表
の
論
文
を
も
とに
し
て
い
るが 、

語
黛(
主と
して
単音
節
名
詞を
扱う)
と
係
り
結
び
は 、
「
か
ね
が
ね
考
え
な
が

ら
今
回
は
じ
め
て
纏
め
た
も
の」
で
あ
る
と
い
う 。
本
書の
最
大
の
目
的
は 、

古
代
語
か
ら
近
代
語
に
向
かっ
て 、
情
意
的・
場
面
依
存
的
な
表
現
か
ら 、
よ
り

分
析
的
な
表
現 、
論
理
の
明
断
な
表
現へ
と
変
化
し
てい
く
とい
う
方
向
性が 、

四
つ
の
問
題
に
共
通
し
て
見
ら
れ
るこ
と
を
示
すこ
と
に
あ
る 。
本
書
に
お
い

て
係
り
結
び
は 、
文
法
的
「
法
則」
で
は
な
く
「
修
辞」
の
側
に
属
す
る
問
題

と
し
て
扱
わ
れ
る 。
「
ぞ 、
な
む 、
ゃ 、
か」
の
結
び
が
連
体
形
に
な
る
とい
う

の
は 、
も
と
も
と「
擬
喚
述
法」
H

連
体
形
終止
の
文が
持つ 、
疑
問 、
嘆
き 、

説
明
等
の
モ
ダ
リ
ティ
に
対
応
し
て 、
そ
の
文
の
焦
点
を
卓
立
す
る
た
め
に
こ

れ
ら
の
助
調
が
投
入
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
説
明
す
る 。

両
書
そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
味が
あ
り 、
ま
た
構
成
や
目
指
す
と
こ
ろ
も
異
な
る

わ
け
で 、
軽々
に
優
劣
など
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が 、
少
な
く
と
も
係

り
結
び
の
起
源・
成
立
論
に
関し
て
は
看
過
で
き
な
い
対
立
を
示
し
てい
る 。
私

見
で
は 、
大
野
『
研
究』
に
お
り
る
倒
置に
よ
る
起
源
の
説
明
は 、
必
ず
し
も

成
功
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
氏
は 、「
天
地
の
固
め
し
国
そ
大
倭
島

根
は(
万
葉
四
四八
七
こ
の
よ
う
な
名
調
述
語
文
の
倒
置
か
ら
類
推
し
て 、
「
今

そ
な
ぎ
ぬ
る
(
万
葉二
五
七
九こ
と
い
う
形
式
は
「
な
ぎ
ぬ
る
(ハ)
今
そ」

とい
う
文
型
を
起
源に
持つ
と
模
式
的
に
述べ
は
し
てい
る
が 、
実
際
に
そ
の

実
例
を
挙
げ
てい
る
訳
で
は
な
い
(
大
野『
研
究」
一
九七
1ニ

O二
頁) 。
さ
ら

に 、
「
な
ぎ
ぬ
る(は)
今
そ」
と
い
う
文
が
実
際
に
あっ
た
と
し
て 、
こ
れ
は

い
わ
ゆ
る
分
裂
文
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が 、
後
に
引
く

近
藤
泰
弘
論
文

に
見
る
よ
う
に 、
疑
似
分
裂
文
は
あ
る
種の
有
標
性
を
持っ
て
お
り 、「
今そ
な

ぎ
ぬ
る」
と「
な
ぎ
ぬ
る(ハ)
今
そ」
の
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
の
起
源
で
あ
る
か
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法(史的研究)
と
い
う
こ
と
は 、
一
概
に
は一
言
え
な
い
の
で
あ
る 。

ま
た 、
疑
問
調
の
分
布
に
着
目
し
た
点
は
新
見
で
あ
る
と
思
っ
た
が 、
そ
の

こ
と
と
各
助
調
の
係
助
詞
と
し
て
の
性
質
と
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は 、
す
ん
な
り
と
頭
に
入
っ
た
訳
で
は
な
か
っ
た 。
た
と
え

ば
「
も」
が
「
未
知・
不
定・
新
情
報」
の
「
題
目」
を
提
示
す
る
と
い
う
が 、

「
新
情
報」
の
「
題
目」
と
は
い
か
に
も
分
か
り
に
く
い
概
念
で
あ
る 。

と
こ
ろ
で 、
大
野
『
研
究』
で
は 、
係
助
調
を
「
題
目」
と
か
「
旧
情
報」

と
か
い
っ
た 、
上
接
語
の
情
報
的
価
値
の
表
示
形
式
と
し
て
見
る
傾
き
が
強
か

っ
た
が 、
小
川
栄一
「
情
報
構
造
と
し
て
の
係
結
び」
(『
国
語
国
文
学』
明記 、
福

井
大
学 、
平
成
5)
で
は
文
字
ど
お
り 、
筆
者
の
定
義
す
る
「
情
報
構
造」
を
係

助
詞
が
表
示
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る 。
大
野
『
研
究」
で
は
「
か」
は
疑
問

詞
を
承
け 、
「
や」
は
承
け
な
い
と
し
て
い
る
が 、
小
川
論
文
で
は
少
数
で
は
あ

る
が
疑
問
調
を
承
け
る
「
や」
が
あ
り 、
か
っ
「
や」
の
あ
と
に
疑
問
調
が
現

れ
る
場
合 、
連
体
形
終
止
で
結
ぶ
確
例
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る 。

一
方 、
阪
倉
「
流
れ」
に
お
い
て 、
擬
喚
述
法 、
つ
ま
り
喚
体
的
な
文
に
係

助
調
が
投
入
さ
れ
る
と
い
う
説
明
で
あ
る
が 、
係
助
詞
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
二

分
的
な
構
造
は 、
も
と
も
と
喚
体
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
は
ず
い
ぶ
ん

違
う
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
く
る 。
用
語・
概
念
の
整
理

も
含
め
て 、
検
討
の
余
地
は
無
い
だ
ろ
う
か 。
こ
の
点
に
関
連
し
て 、
係
助
調

を
含
む
文
の
構
造
に
つ
い
て
考
察
し
た
興
味
深
い
論
文
が
あ
っ
た 。
佐
佐
木
隆

「
上
代
語
に
お
け
る「
|

か
|

は
|」

の
構
文」
(『
国
語
国
文』
日1
5 、
京
都
大
学 、

平
成
4)
で
あ
る 。
万
葉
集
で 、
「
か」
の
あ
と
で
は
主
語
表
示
に
「
は」
が
現

れ
ず 、
「
の」
ま
た
は
「
が」
で
表
示
さ
れ
る
と
い
う
現
象
に
基
づ
く
考
察
で 、

「
か」
の
後
か
ら
文
末
ま
で
が
準
体
句
相
当
の一
体
的
な
句
を
構
成
す
る
た
め

に 、
「
は」
が
現
れ
得
な
い
(
著
者
は
「
は」
が
「
の・
が」
に
「
ふ
り
か
え
ら
れ
る」

文

と
説
明
し
て
い
る)
と
す
る
も
の
で
あ
る 。
な
お 、
「
や」
に
つ
い
て
は
「
か」
と

同
様
の
状
況
で
あ
る
が 、
「
ぞ」
の
場
合
は
「
l

ぞ
|

は
|」

と
い
う
語
順
も
相

当
数
見
ら
れ
る 。
こ
れ
は 、
強
調
の
た
め
に
「
ぞ」
の
句
が
文
頭
に
倒
置
さ
れ

た
も
の
と
著
者
は
述
べ
て
い
る 。

阪
倉
「
流
れ」
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
た 、
文
全
体
が
背
負
わ
さ
れ
る
モ
ダ
リ

テ
ィ
と
係
助
詞
と
の
関
係
と
い
う
点
で 、
川
岸
克
己「
係
助
調
ヤ・
カ
に
お
け
る

対
他
性
に
つ
い
て」
(『
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌』
初 、
平
成
5)

が
注
目
さ

れ
る 。
し
ば
し
ば
「
や」
に
つ
い
て
「
問
い
(
か
け
こ
と
い
う
意
義
付
け
が
な

さ
れ
る
よ
う
に 、
「
や」
そ
の
も
の
の
「
本
質
的
意
義」
に
対
者
に
向
か
っ
て
問

い
か
け
る
「
対
他
性」
が
あ
る
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が 、
そ
の
妥

当
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る 。
源
氏
物
語
を
主
た
る
対
象
と
し 、
対
話・
心
内

語
に
お
け
る
分
布
や
待
遇
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果 、
対
他
性
は
「
や・
か」

自
身
の
本
質
的
意
義
で
は
な
い
と
結
論
し
て
い
る 。
現
代
語
研
究
を
援
用
し
な

が
ら
分
析
を
進
め
る
手
際
の
よ
さ
に 、
近
年
の
傾
向
が
伺
え
た 。

半
藤
英
明
「
古
典
に
於
け
る
慣
用
句
的
「
こ
そ」
の
働
き」
(「
園
祭
院
雑
誌』

mm'
u 、
平
成
4)
で
は 、
係
り
結
び
を
構
成
し
な
い
「
呼
び
掛
け」
「
さ
れ
ば
こ

そ」
「
否
定」
等
の
慣
用
表
現
に
用
い
ら
れ
る「
こ
そ」
が
狭
義
係
助
調「
こ
そ」

と
同一
語
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る 。
係
助
詞
の
本
質
を
探
る
た
め
に
は 、

こ
れ
ら
の
周
縁
的
用
法
に
目
を
配
る
事
も
重
要
で
あ
ろ
う 。

安
田
章「
コ
ソ
の
領
域」
(『
国
語
国
文」
日
1 、

京
都
大
学 、
平
成
4)
は一
六

O
O
年
頃
の
衰
退
期
に
お
け
る 、
「℃ロ
3
0
2白骨O
(
単
な
る
飾
り

こ
的
な
「
こ

そ」
の一
用
法
の
実
態
を
文
献
か
ら
丹
念
に
洗
い
出
し
て
い
る 。

準
体
句

1 1  

今
期 、
古
代
語
の
準
体
句
を
め
ぐ
る
論
考
に
充
実
し
た
成
果
が
得
ら
れ
た 。



近
藤
泰
弘「
古
典
語
の
形
状
性
準
体
構
造
を
め
ぐ
っ
て」(『
小
林
記
念」
平
成
4) 、

信
太
知
子
「「
万
葉
集』
に
お
り
る
連
体
形
準
体
法
と
ク
語
法

||句構造の
観点白か

ら
||」

(『
小
松
記
念」
平
成
5) 、
山
口
実
ニ「
古
代
語
の
準
体
句
構
造」
(『
国
語

国
文』
引l
5 、
京
都
大
学 、
平
成
4)

等
で
あ
る 。
こ
れ
ら
中
で
も
重
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
は 、
近
藤
「
古
典
語
の
形
状
性
準
体
構
造
を
め
ぐ
っ
て」
で
あ

ろ
う 。
本
論
文
の
狙
い
は 、
石
垣
謙
二
の
「
作
用
性
用
言
反
発
の
法
則」
を
直

接
の
出
発
点
と
し 、
石
垣
論
文
に
欠
け
て
い
た
奈
良
時
代
1

平
安
初
期
の
デ
ー

タ
を
補
い
な
が
ら 、
そ
の
今
日
的
な
再
解
釈
を
果
た
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る 。

石
垣
論
文
は
国
語
学
に
は
希
有
な
本
格
的
統
語
論
で
あ
り 、
そ
れ
故
に
学
会
に

お
い
て
は
発
表
後
三
十
年
以
上 、
名
の
み
知
ら
れ
な
が
ら
ま
と
も
に
取
り
扱
わ

れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が 、
よ
う
や
く
時
代
と
人
を
得
て 、

そ
の
真
価
が
問
わ
れ
る
場
面
に
至
っ
た
の
だ
と
思
う 。

近
藤
論
文
で
は 、
石
短一
論
文
に
倣
い 、
準
体
句
を
ま
ず
作
用
性
準
体(「
1
こ

と」
「
1

の」
に
相
当)
と
形
状
性
準
体(「
1
も
の」
「
1
ひ
と」
等
に
相
当)
に
分

類
す
る 。
準
体
は
狭
義
の
連
体
形
準
体
法
だ
け
で
な
く
ク
語
法
も
加
え
て
考
え

る 。
次
に 、
準
体
内
の
述
語
用
言
と
主
節
の
述
語
用
言
の
ア
ス
ペ
ク
ト
に
着
目

し 、
状
態
性 、
非
状
態
性 、
自
由
(
前
二
者
を
区
別
し
な
い)
に
分
類
す
る 。
そ

し
て
こ
れ
ら
の
分
類
に
基
づ
い
て 、
次
の
点
を
明
ら
か
に
し
た 。
「
奈
良
時
代
か

ら
平
安
初
期
に
か
け
て
の
主
語
と
し
て
の
準
体
に
お
い
て
は 、
形
状
性
準
体
と

は 、
〈
連
体
形
十
い〉
と
〈
ク
語
法〉
あ
る
い
は
〈
連
体
形
+
は・
が・
4〉
と
で

分
担
さ
れ
て
お
り 、
明
確
に
区
分
さ
れ
る」
「
奈
良
時
代
と
平
安
時
代
と
で 、
そ

れ
ぞ
れ
に
違
う
規
則
が
支
配
し
て
は
い
る
も
の
の 、
形
状
性
準
体
が
主
語
に
な

る
場
合
だ
け
に 、
特
殊
な
構
文
の
制
限
が
起
こ
る」 。
そ
し
て 、
そ
の
制
限
と
は 、

「
奈
良
時
代
で
は
ク
語
法
が
使
え
ず 、
助
詞
「
い」
が
必
ず
必
要
に
な
る」
「
平

安
時
代
で
は 、
石
垣
の
第
二
則
に
よ
り

必
ず
状
態
性
ア
ス
ペ
ク
ト

が
必
要」
と

い
う
も
の
で
あ
る 。
ま
た 、
「
分
裂
文
の
主
語
は
奈
良
時
代
に
お
い
て
は 、
形
状

性
準
体
と
作
用
性
準
体
の
混
合
し
た
性
格
を
持
つ」
と
い
う
こ
と
も
述
べ
て
い

る 。
以
上
の
分
析
を
総
合
す
る
と 、
結
局 、
主
語
と
目
的
語
の
準
体
句
は
「
A

主
語
と
な
る
形
状
性
準
体」
と
「
B
そ
の
他
す
べ
て
の
準
体」
に
分
類
で
き
る 。

そ
し
て
こ
れ
は
「
動
作
主
に
な
り
う
る
準
体
と
そ
う
で
な
い
準
体
と
を
分
類
し

て
い
る」
と
筆
者
は
見
て
い
る 。

論
証
が
や
や
性
急
で 、
ま
た
状
態
ア
ス
ペ
ク
ト

の
意
味
付
け
が
課
題
と
し
て

残
さ
れ
る
な
ど
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
が 、
近
藤
論
文
は
複
雑
な
統

語
現
象
を
あ
ざ
や
か
に
「
動
作
主
対
非
動
作
主」
と
い
う
単
純
な
述
語
の
意
味

構
造
に
還
元
し
て
見
せ
た 。
石
垣
を
引
き
継
い
で 、
歴
史
統
語
論
と
で
も
い
う

べ
き
分
野
の
確
立
へ 、
一
つ
の
指
針
を
示
し
て
い
る
と
思
う 。
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「
の」
「
が」

前
節
の
統
語
機
造
の
議
論
と
も
深
く
関
連
す
る
が 、
い
わ
ゆ
る
主
格
表
示
お

よ
び
連
体
修
飾
の「
の」
「
が」
に
つ
い
て
も
検
討
に
値
す
る
新
見
が
示
さ
れ
た 。

山
口
実一一「
古
代
語
ノ・
ガ
の
関
係
表
示」
(『
国
語
と
国
文
学』
印t
H 、
東
京
大
学 、

平
成
4) 、

野
村
剛
史
「
上
代
語
の
ノ
と
ガ
に
つ
い
て(
上・
下)」
(『
国
語
国
文」

臼1
2・
3 、
京
都
大
学 、
平
成
5)

等
で
あ
る 。

山
口
論
文
で
は 、
「
ノ
の
関
係
表一
不:
連諮問
的・
文
脈
依
存
的」「
ガ
の
そ
れ・:

統
率
的・
明
示
的」
で
あっ
た
と
す
る 。
ま
た 、
「
の」
「
が」
が
連
体
語
表
示・

主
語
表
示
に
ま
た
が
っ
て
い
た
現
象
を
「
連
体
関
係
を
基
本
的
な
成
分
関
係
と

す
る
喚
体
的
な
句
構
成
と 、
主
述
関
係
を
基
本
的
な
成
分
関
係
と
す
る
述
体
的

な
句
構
成
と
の 、
相
互
交
渉
を
保
ち
な
が
ら
の
分
化
を
反
映
し
た
振
る
舞
い
で

あ
ろ
う」
と
し
て
い
る 。
野
村
「
上
代
語
の
ノ
と
ガ
に
つ
い
て」
も
山
口
論
文

と
同
様
に 、
「
の」
「
が」
の
起
源
を
連
体
用
法
に
限
定
せ
ず 、
連
体
と
連
用
と



法(史的研究)
に
ま
た
が
る
「
体
言
の
原
始
的
修
飾
語
化
の
助
詞」
と
規
定
す
る 。
修
飾
語
で

あ
る
が
ゆ
え
に 、
述
部
と
強
く

対
立
す
る
事
な
く 、
む
し
ろ
述
語
と一
体
と
な

っ
て
連
体
修
飾
節 、
準
節
条
件
句
等
を
構
成
す
る 。
前
述
の
佐
佐
木
論
文
が
提

示
し
た「
|

か
|

の・
が
|」

構
文
も
同
様で
あ
る 。
こ
の
述
語
と
の
対
立
の
強

弱
に
よ
っ
て 、
ハ
の
よ
う
な
係
助
調
と
の
分
布
の
差
が
生
じ
る
と
す
る
の
で
あ

る 。
さ
ら
に
「
の」
と
「
が」
の
機
能
や
上
接
語
に
対
す
る
制
約
の
差
異
は 、

「
の」
の
修
飾
の
「一
般
的」
と
もい
うべ
き「
広
さ」
に
対
し 、
「
が」
が
「
主

体
性
の
強い
状
態
言
に
呼応
し
て
そ
の
実
体
性
を
あ
ら
わ
に
す
る
特
殊
な
修
飾

語
化
の
助
調」
で
あ
る
とい
う
「
狭さ」
を
想
定
す
るこ
と
に
よっ
て
説明
で

き
る
と
し
て
い
る 。
こ
こ
で
は 、
明
断
な
論
理
学
的・
存
在
論
的
考
察が
違
和
感

な
く
古
代
語
の
意
味
論
的
世
界
を
切
り
開い
て
い
る 。

と
こ
ろ
で 、
近
藤
泰
弘
「
古
代
語
の
文
構
造
||格助詞から接続助詞への変化|

|」(「
国文
学
解
釈と
鑑
賞』 、
関17 、
至
文堂 、
平
成5)
で
は 、
石
垣
謙二『
助

詞
の
歴
史
的
研
究」
に
そっ
て 、
格
助
調
「
が」
か
ら
接
続
助
調
「
が」
へ
の

変
化
を
統
語
構
造と
意
味
の
両
面
か
ら
考
察
し
て
い
る 。
二
万
野
村
剛
史
「
古

代
か
ら
中
世
の
「
の」
と
「
が」」
(『
日
本語
学』
u'口 、
明
治
書
院 、
平
成5)

で
は 、
前
半
に
先
の
「
上
代
語
の
ノ
と
ガ
に
つ
い
て」
の
要
約
を
述べ 、
後
半

に
主
格
助
調
「が」
成
立
の
要
因
に
関
す
る
試
論
を
提
出
し
て
い
る 。
こ
こ
で

興
味
深い
の
は 、
原
始
修
飾
語
化
助
調
か
ら
主
格
助
調へ
の
変
化
の
直
接
の
契

機
と
なっ
た
の
が 、
後
に
接
続
助
調
化へ
の
契
機
と
も
な
っ
た
「
1

の
1

連体

形」 、
つ
ま
り
近
藤
の
言
う
形
状
性
準
体
で
は
な
か
っ
た
か
と
し
て
い
る
点
で
あ

る 。
そ
の
理
由
と
し
て 、
「
1

の
1

連
体
形
O
終
止
形」
の「
O」
の
位
置に
主

格
表
示
の
助
調
を
挿
入
し
て 、
無
印
の
用
言
の
連
続
を
避
け
よ
う
と
す
る
と
言

う
の
で
あ
る 。
本
論
文
で
は
ケ
1

ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
「
宇
治
拾
遺
物
語』
を

取
り
上
げ 、
「
1

の
1

連
体
形
O
終
止
形」
の
「
O」
が
無
助
詞
に
な
る
の
は
大

文

部
分
が
「あ
り」
で
終わ
る
文
で
あ
り 、
そ
れ
以
外
で
は
「
が」
が
入
る
ほ
う

が
優
勢
で
あ
る
と
述べ
て
い
る(
糸
井
通
浩「
人
物
提示の
存
在文と
同
格
準
体
句

11宇治姶遺物語を中心に
||」

〈『
藤森こ
と
ば』
平
成4〉
も
参照のこ
と) 。

我々
は
こ
こ
で
再
び 、
近
藤
「
古
典
語
の
形
状
性
準
体
構
造を
め
ぐっ
て」

を
思い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。「
無
印
の
用
言
の
連
続
を
避
け
よ
う
と
す
る

要
求」
を
生
じ
さ
せ
た
環
境
と
は 、
ま
さ
し
く
石
垣
の
第二
則が
働
く「
A
主

語
と
な
る
形
状
性
準
体」
で
あっ
た 。
つ
ま
り 、
近
藤
論
文と
野
村
論
文
の
仮

説
が
正
し
け
れ
ば 、
動
作
主
と
な
る(
可
能
性の
あ
る)
節
をマ
ー
ク
す
る
た
め

の
石
垣
の
第二
則が 、
ア
ス
ペ
ク
ト

法
則
だ
け
で
は
な
く 、
主
格
助
詞
ま
で
生

み
出
す
力
に
なっ
た
とい
う
こ
と
に
な
る 。
こ
う
考
え
る
と 、
「
あ
り」
に
限っ

て
無
助
詞
が
多い
と
い
う
点
も
符
合
す
る
の
で
あ
る(「
あり」
の
主
語は
動
作主

で
は
ない) 。

な
お 、
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と 、
準
体
助
詞
「
の」
の
成
立
に
よっ
て
結
局

「
無
印
の
用
言
の
連
続」
そ
の
も
の
が
すべ
て
「
栓」
を
さ
れ
て
し
ま
う
わ
り
で

あ
る
が 、
こ
の
準
体
助
詞
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
文
と
し
て 、
山
口
発

二
「
準
体
法
の
推
移と
準
体
助
詞
「
ノ」
の
形
成」
(「大
阪大
学
教
養部
研
究集

録(
人
文・
社会
科学)」
U 、
平
成
5)
お
よ
び
柳
田
征
司「「
の」
の
展
開 、
古

代
語
か
ら
近
代
語へ
の」(『日
本語
学」
ロlu 、
明
治
書
院 、
平
成5)
が
あっ
た 。

格
関
係

動
調
と
そ
の
項
と
の
格
関
係
に
つ
い
て
考
察し
た
論
文
が
い
く
つ
か
あっ

た 。
岩
下
裕一
「「
頼
む」
と「
に」
格」
(『近
代語
研
究』
9、
近
代語
学
会
編 、

武
蔵
野書
院 、
平
成5) 、
鈴
木
英
夫「「(
人)
と
あ
う」
とい
う
言い
方
の
成
立

に
つ
い
て」
(『近
代語
研
究』
9、
近
代語
学
会
編 、
武
蔵
野
書
院 、
平
成5) 、
柳

田
征
司
「「
修
行
者
あ
ひ
た
り」
型
表
現
の
由
来」
(『
文
化言
語
学』
平
成4) 、
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山
本
真五口
「
平
安
時
代
に
診
け
る
動
詞
「
を
し
ふ
(
教
こ
の
意
味
用
法
に
つ
い

て
||訓点資料の用例に注目して
||」

(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
幻、
平
成
5)

等
で

あ
る 。山

本
論
文
は 、
「[
相
手・
人]
に
[
内
容・
物
事]
を
教
ふ」
は
仮
名
文
学
作

品 、
「[
相
手・
人]
を
教
ふ」
は
訓
点
資
料
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し 、
同一

語
形
の
動
調
の
結
合
価
や
意
味
が
資
料
の
位
相
に
よ
っ
て
変
異
を
持
ち
う
る
こ

と
を
示
し
た 。
こ
れ
は 、
見
方
を
少
し
変
え
れ
ば 、
中
国
語
と
い
う
外
国
語
の

文
法
関
係
が
日
本
語
に
影
響
を
与
え
た一
つ
の
具
体
例
と
見
る
事
が
で
き
よ

う 。
鈴
木
論
文
は 、
時
代
は
変
わ
っ
て 、
近
代
に
お
け
る
漢
文
訓
読
や
欧
米
語

の
翻
訳
が
動
詞
の
結
合
価
の
変
化
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
の
考
察
で
あ

る 。
た
だ
し「
会
う」
の
場
合 、
直
接
的
に
影
響
を
受
け
た
訳
で
は
な
く 、
「(
人)

に
語
る」
に
対
す
る
「(
人)
と
語
る」
が
漢
文
訓
読
の
影
響
か
ら
生
ま
れ 、
欧

米
語
の
翻
訳
を
通
し
て
補
強
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
確
定
し
た
ニ
格
と
ト

格
の

使
い
分
け
が 、
「(
人)
と
会
う」
を
生
み
だ
し
た
と
結
論
し
て
い
る 。

柳
田
論
文
は
古
代
語
で
「(
相
手・
人)
に
会
ふ」
と
「(
相
手・
人)
(
が・
は・
4)

会
ふ」
と
い
う
こ
種
の
格
体
制
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し 、
前
者
が
意
志

的
に
会
う
表
現 、
後
者
が
偶
然
出
会
う
表
現
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た 。
従
う
べ

き
結
論
で
あ
る
と
思
う 。
私
見
に
よ
れ
ば 、
例
え
ば
「
立
つ」
と
い
う
自
動
詞

が 、
意
志
的
に
立
つ
動
作
を
表
す
場
合
と 、
も
の
が
自
然
に
立
つ
こ
と
を
表
す

場
合
と
で
語
形
を
区
別
し
な
い
の
と
平
行
的
な
現
象
で
あ
ろ
う 。
つ
ま
り 、
三

上
章
の一
言
う
「
能
動
詞・
所
動
詞」 、
近
年
の
生
成
文
法
で
言
わ
れ
る
「
非
能
格

自
動
詞・
非
対
格
自
動
詞」
の
対
立
で
あ
る 。
近
藤
泰
弘「
日
本
語
に
お
け
る
異

主
語
省
略
と
能
格
性」
(『
松
村
喜
寿』
平
成
5)
も
こ
の
問
題
に
触
れ
て
い
る 。

ヴ
ォ
イス
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可
能
表
現
に
つ
い
て 、
大
き
な
論
文
が
公
表
さ
れ
た 。
渋
谷
勝
己
「
日
本
語

可
能
表
現
の
諸
相
と
発
展」
(「
大
阪
大
学
文
学
部
紀
要」
ロ・
第
l

分
冊 、
平
成
5)

で
あ
る 。
氏
の
博
士
論
文
に
手
を
加
え
た
も
の
で 、
現
代
語
の
理
論
的
研
究
を

ふ
ま
え 、
文
献 、
方
言
の
両
面
に
わ
た
る
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
記
述
に
成
功
し
て

お
り 、
真
の
意
味
で
包
括
的
研
究
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い 、
二
六
二
頁
に
及
ぶ

大
作
で
あ
る 。
こ
れ
も 、
国
語
学
で
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
論
文
と
言
え
る
の
で

は
な
い
か 。
同
氏
に
よ
る「
意
味
の
縮
小
と
文
体
差
||可能の

補助動詞エル
をめぐ

っ
て
||」

(『
近
代
語
研
究』
9 、
近
代
語
学
会
編 、
武
蔵
野
書
院 、
平
成
5)
も
あ
る 。

金
水
敏「
欧
文
翻
訳
と
受
動
文
||江戸時代を

中心に
||」

(『
文
化
言
語
学』
平

成
4)
は 、
「(
人)
に
よ
っ
て
1(
ら)
れ
る」
と
い
う
形
の
い
わ
ゆ
る
ニ
ヨ
ツ
テ

受
け
身
文
が
近
世
の
オ
ラ
ン
ダ
語
直
訳
文
に
直
接
の
起
源
を
持
つ
事
を
実
証
し

た
論
文
で
あ
る 。
こ
れ
も 、
外
国
語
の
影
響
に
よ
る
国
語
の
変
容
の一
例
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
う 。

敬
語

尊
敬
の
「
る・
ら
る」
の
起
源
を
具
体
的
に
検
証
し
た
画
期
的
な
論
文
が
二
件

登
場
し
た 。
大
坪
併
治
「
漢
文
訓
読
文
で
「
見」
を
ル・
ラ
ル
と
読
む
場
合
の一

考
察(
上・
下
こ
(「
国
語
国
文』
何回14・
5 、
京
都
大
学 、
平
成
5)
お
よ
び
辛
鳥
美

絵「「
る・
ら
る」
の
尊
敬
用
法
の
発
生
と
展
開

l|古文書他の用例から
|」

(「
国

語
学』
問 、
平
成
5)
で
あ
る 。
両
論
文
は 、
尊
敬
の
「
る・
ら
る」
が
自
発
で
は

な
く
受
け
身
の
「
る・
ら
る」
か
ら
派
生
し
た
と
見
る
点 、
成
立
時
期
を
平
安
初

期
と
す
る
点
等 、
い
く
つ
か
の
共
通
点
を
持
つ
が 、
そ
の
成
立
事
情
に
関
し
て 、

見
解
を
異
に
し
て
い
る 。



法(史的研究)

大
坪
論
文
は 、
漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
「
見」
字
の
訓
読
か
ら
尊
敬
の
「
る・

ら
る」
が
生
ま
れ
た
と
す
る 。
つ
ま
り 、
「
見」
字
は
普
通
の
受
け
身
に
用
い
ら

れ
る一
方
で 、
会
話
文
や
心
話
文
で
主
と
し
て
下
位
の
話
し
手
が
上
位
の
聞
き

手
に
向
か
っ
て
「
私
ヲ 、
ま
た
は
私ニ
:::

シ
テ
下
サ
イ」
と
請
願
す
る
場
合

に
用
い
る
用
法
が
存
在
す
る 。
後
者
の「
見」
字
を
前
者
と
同
様
に「
ル
ヱフ
ル」

と
訓
む
と 、
敬
語
と
し
て
の
解
釈
が
生
じ
る 。
こ
こ
に 、
「
る・
ら
る」
の
敬
語

化
の
契
機
が
あ
っ
た 、
と
考
え
る
の
で
あ
る 。
一
方
辛
島
論
文
は 、
古
文
書
に

お
け
る
「
被」
字
の
用
法
の
中
か
ら
「
る・
ら
る」
が
生
じ
た
と
す
る 。
そ
れ
は 、

古
文
書
で
は
「
差
出
人
H

下
位
者
ガ 、
宛
先
H

上
位
者
ニ
:::

サ
レ
ル
コ
ト
ヲ

差
出
人
ガ
欲
ス
ル」
の
よ
う
な
文
脈
が
そ
の
性
質
上
非
常
に
多
く 、
ま
た
主
語

や
補
語
の
省
略
が
頻
繁
に
起
こ
る
た
め 、
書
き
手
が
受
け
身
の
マ
l

カ
と
し
て

「
被」
字
を
使
用
し
た
と
し
て
も 、
読
み
手
の
立
場
で
そ
れ
が
尊
敬
の
マ
l

カ
と

し
て
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
に
よ
る
と
い
う 。

両
説
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
と
判
定
を
下
す
の
は
む
ろ
ん
本
稿
の
目
的
と
す
る

と
こ
ろ
で
は
な
い 。
派
生
の
契
機
を一
つ
に
限
定
す
る
必
然
性
も 、
あ
る
い
は

な
い
の
か
も
し
れ
な
い 。
第
三 、
第
四
の
契
機
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
決
し
て

言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
る 。
む
し
ろ
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は 、
両
論
文
が
偶

然
に
も
共
通
し
て
指
し
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。
そ
れ
は
「
見」
字
と
「
被」

字
と
の
違
い
は
あ
れ 、
尊
敬
用
法
を
生
ん
だ
と
す
る
文
脈
が
両
者
と
も
「
相
手

の
話
し
手・
書
き
手
に
対
す
る
行
為
の
請
願」
と
い
う
点
で
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ

っ
た
と
い
う
点
で
あ
る 。
一
言
わ
れ
て
み
れ
ば 、
敬
語
と
い
う
き
わ
め
て
機
能
的

な
用
法
が 、
対
者
に
向
か
っ
て
の
請
願
の
よ
う
な
場
面
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
こ

と
は
当
然
す
ぎ
る
ほ
ど
当
然
な
話
で
あ
る
の
だ
が 、
そ
れ
が
観
念
的
に
想
像
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
く 、
資
料
の
丹
念
な
解
析
に
基
づ
く
主
張
で
あ
る
だ
り
に 、

重
み
が
あ
る
の
で
あ
る 。
特
に
辛
島
論
文
で
は 、
会
話
の
描
写
で
は
な
く 、
文

文

書
自
体
が
現
実
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
媒
体
と
し
て
生
き
て
用
い
ら
れ
る

中
で
言
語
変
化
が
促
さ
れ
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る
訳
で 、
ヴ
ィ
ト

ゲ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の一言
う
コ言
語
ゲ
1

ム」
が
自
の
前
で
展
開
さ
れ
る
よ
う
な
生
々
し
き
が

あ
る 。
ま
た
大
坪
論
文
の
場
合
は 、
尊
敬
語
の
「
る・
ら
る」
が
「
翻
訳
語
法」

で
あ
る
と
見
る
点
が
興
味
深
い 。

他
に 、
古
代
敬
語
を
硬
直
し
た
体
系
と
し
て
で
な
く 、
柔
軟
で
動
的
な
運
用

を
許
す
形
式
と
し
て
見
直
す
試
み
が
目
立
っ
た 。
西
国
直
敏「
訓
点
資
料
の「
自

敬
表
現」
に
つ
い
て
||「敬語コ
1ド」・「敬語メッセージ」
による敬語史的解釈」
(「
松

村
喜
寿」
平
成
5)
で
は 、
ヤ
コ
プ
ソ
ン
の「
コ
l
ド・
メ
ッ
セ
ー

ジ」
を
拡
張
し 、

具
体
的
な
発
話
と
し
て
の
「
敬
語
メ
ッ
セ
ー

ジ」
に
対
し 、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
生

成・
解
釈
す
る
た
め
の
社
会
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
「
敬
語
コ
l
ド」
を

想
定
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
主
張
し
た 。
す
な
わ
ち 、
宣
命・
万
葉
集・
訓

点
資
料
等
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
自
敬
表
現」
が
自
然
で
有
効
な
敬
語
メ
ッ
セ

ー
ジ
た
り
え
た
の
は 、
仏
や
王
の
発
言
の
自
敬
表
現
に
肯
定
的
な
価
値
を
与
え

る
「
王
者
の
こ
と
ば
コ
l
ド」

が
存
在
し
た
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る 。
興
味

深
い
こ
と
に 、
森
野
宗
明「
父
親
の
息
子
に
対
す
る
待
遇
||平安時代の仮名文学

作品を中心にして
||」

(『
小
松
記
念』
平
成
4)
で
も 、
「
待
遇
コ
l
ド」
と
い
う

こ
と
ば
を
用
い
て 、
平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
父
の
子
に
対
す
る
待
遇
表
現(
主

と
し
て
二
人
称
代
名
詞)
の
複
雑
微
妙
な
あ
り
か
た
を
解
き
あ
か
し
て
い
る 。
例

え
ば 、
「
私
の
「
家」
の
秩
序
原
理
に
則
る
待
遇
コ
l
ド
と 、
公
の
「
朝
廷」
の

秩
序
原
理
に
則
る
待
遇
コ
l
ド
を
ど
う
使
い
分
け
調
和
さ
せ
る
か
が
分
別
の
分

岐
点
と
な
る」
と
い
っ
た
よ
う
に 。

川
上
薬「
か
し
こ
ま
ら
せ
る
尊
敬
語」
(『
園
撃
院
雑
誌」
川ヤ
4 、

平
成
5)
は 、

例
え
ば
「
た
ま
ふ」
を
「
た
ま
は
ら
す(
イ
タ
ダ
カ
セ
ル
こ
の
意
味
で
用
い
て
い

る
と
解
釈
す
る
事
で 、
上
下
尊
卑
関
係
の
異
例
を
説
明
で
き
る
だ
げ
で
な
く 、
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行
為
の
受
け
手
に
か
し
こ
ま
っ
た
態
度
を
要
求
す
る
と
い
うニ
ュ
ア
ン
ス
が
読

み
取
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る 。
根
来
司
「
謙
譲
語
か

ら
見
た
源
氏
物
語
の
文
章」
(『
国
語
と
国
文
学』
ω?
口 、
東
京
大
学 、
平
成
4)
で

は 、
光
源
氏
を
動
作
主
と
す
る
謙
譲
語
で
上
下
尊
卑
関
係
の
異
例
を
見
る
と 、

光
源
氏
の
女
性
に
対
す
る
細
や
か
な
心
遣
い
が
読
み
取
れ
る
と
主
張
し
て
い

る 。
井
上
親
雄「「
位
格」
を
示
す
敬

語l|平安時代物語の
待遇表現
-||」

(『
小
林

記
念』
平
成
4)
で
は 、
敬
語
の
用
法
の一
つ
と
し
て 、
物
語
の
地
の
文
で
語
り

主
が
あ
る
人
物
の
社
会
的
位
置
に
つ
い
て
認
識
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
適
切
な

待
遇
を
す
る
た
め
に
用
い
る
も
の
が
あ
る
と
し 、
こ
れ
を「
位
格
を
示
す
敬
語」

と
称
し
て
い
る 。
同一
人
物
に
敬
語
が
用
い
ら
れ
た
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
り

す
る
の
は 、
人
物
の
位
格
に
関
す
る
語
り
主
の
認
識
の
変
化
を
表
す
も
の
と
す

る
の
で
あ
る 。テ

ン
ス・
ア
ス
ペ
ク
ト

平
安
時
代
の
テ
ン
ス・
ア
ス
ペ
ク
ト
に
関
し
て 、
画
期
的
な
著
作
が
あ
っ
た 。

鈴
木
泰
『
古
代
日
本
語
動
詞
の
テ
ン
ス・
ア
ス
ペ
ク
ト
||源氏

物語の
分
析
||」

(
ひ
つ
じ
書
房 、
平
成
4)
で
あ
る 。
内
容
に
つ
い
て
は
本
誌一
七
六
集
に
私
の
拙

い
書
評
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
く
と
し
て 、
鈴
木
泰
「
古
代
語

の
文
法
現
象」(「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞」
日1
1 、

至
文
堂)
に
お
い
て
著
者
自
ら 、

自
著
の
分
析
の
問
題
点
を
総
括
し
て
お
り 、

貴
重
で
あ
る 。
奥
田
精
雄
氏
が
現

代
語
の
動
調
に
つ
い
て「
ス
ル
〈
非
過
去・
完
成
相〉
/
シ
タ〈
過
去・
完
成
相〉
/

シ
テ
イ
ル
〈
非
過
去・
継
続
相〉
/
シ
テ
ィ
タ
〈
過
去・
継
続
相〉」
と
い
う
パ
ラ

ダ
イ
ム
を
示
し 、
形
態
と
テ
ン
ス・
ア
ス
ペ
ク
ト

の
意
味・
機
能
と
の
緊
密
な
相

即
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
以
来 、
半
ば
定
説
化
し
た
感
が
あ
る
が 、
同
様

の
分
析
法
を
源
氏
物
語
に
適
用
し
た
場
合 、
基
本
形
や
リ・
タ
リ

形
等
で
さ
ま
ざ

ま
な
不
相
即
が
観
察
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る 。
こ
の
「
不
相
即」
が 、
資
料

の
示
す
体
系
の
不
安
定
性・
過
渡
性
を
示
す
の
か 、
あ
る
い
は
分
析
法
そ
の
も
の

の
限
界
を
示
す
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て 、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
い
く

必
要
が
あ
る 。

鈴
木
論
文
を
代
表
格
と
し
て 、
今
期
は
テ
ン
ス・
ア
ス
ペ
ク
ト

関
係
の
論
文
が

多
か
っ
た 。
例
え
ば『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞』
(
mmt
7 、

至
文
堂 、
平
成
5)
で

は
テ
ン
ス・
ア
ス
ペ
ク
ト

特
集
を
組
み 、
佐
伯
梅
友・
鈴
木
泰・
鈴
木
康
之・
松
本

泰
丈
「
座
談
会

新
し
く

語
る
源
氏
物
語
の
文
法」
他 、
七
件
の
論
文
を
掲
載

し
て
い
る 。
そ
の
他
の
雑
誌・
論
文
集
に
も
目
立
っ
た
が 、
中
で
も
「
ゐ
る・
を

り」
「
1

ゐ
る・
を
り」
「
i

て
ゐ
る・
を
り」
等
の
形
式
に
言
及
し
た
も
の
が 、

管
見
に
入
っ
た
も
の
だ
け
で
八
件
を
数
え
た 。
し
か
し 、
多
く
の
論
文
が
公
表

さ
れ
る
中
で 、
次
第
に
満
た
す
べ
き
水
準
が
従
来
と
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る 。
一
例
を
挙
げ
る
と 、
状
態
性
の
ア
ス
ペ
ク
ト

の
意
味
を
「
進

行
態」
と
「
既
然
態」
の
二
つ
に
分
類
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
は
も
は
や
古
い

タ
イ
プ
の
論
文
で 、
読
ん
で
も
も
の
足
り
ず 、
極
端
な
こ
と
を
い
え
ば
あ
ま
り

役
に
立
た
な
い 。
ア
ス
ペ
ク
ト

の
体
系
は 、
基
本
形
も
含
め
た
各
時
代
で
の
形

態
的
対
立
の
も
と
で
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず 、
特
定
の
意
味
的
カ
テ
ゴ
リ
ー

を

予
め
定
め
て
資
料
を
見
て
も 、
結
局
何
も
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る 。
ま
た
古
代

語
「
ゐ
る」
を
現
代
語
「
い
る」
と
同一
視
し
て
「
1(
て)
ゐ
る」
だ
け
で
状

態
性
の
意
味
が
表
せ
る
よ
う
に
書
い
て
い
る
論
文
が
見
ら
れ
た
が 、
こ
れ
も
問

題
が
あ
る 。
今
や 、
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト

素
性
を
か
な
り
精
密
に
把
握
し
て
お

か
な
け
れ
ば 、
テ
ン
ス・
ア
ス
ペ
ク
ト

の
論
文
は
書
け
な
い
時
期
に
来
て
い
る
と

思
う

。
(
む
ろ
ん 、

知
っ
て
い
て
「
か
っ
こ
に
く
く
る
」

研
究
は
あ
っ
て
も
よ
い
が 、

そ
れ
は
「
知
ら
な
い
」

こ
と
と
は
別
で
あ
る)

。

特
色
の
見
ら
れ
た
論
文
を
い
く
つ
か
見
て
お
く 。

堀
口
和
吉「
助
動
調「
1

ぬ」
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法(史的研究)

「
1

つ」
弁」
(『
山
辺
道』
幻 、
天
理
大
学 、
平
成
4)
は 、
〈
動
作
動
詞〉
対
〈
変

化
動
調〉
と
い
う
分
類
と
交
差
し
て 、
継
続
態
を
持
つ
〈
継
続
動
調〉 、
持
続
態

を
持
つ
〈
持
続
動
調〉
と
い
う
分
類
を
加
え
る
こ
と
を
提
案
し 、
「
1

ぬ」
は〈
変

化
の
実
現〉
に
加
え
て
〈
継
続
態
の
実
現〉
を 、
「
1

つ」
は
〈
動
作
の
終
了〉

に
加
え
て
〈
持
続
態
の
終
了〉
を
表
す
と
す
る
こ
と
で
用
例
の
す
べ
て
を
処
理

で
き
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る 。
き
れ
い
な
説
だ
け
に
じ
っ
く
り
妥
当
性
を

検
証
し
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る 。
さ
ら
に 、
時
代
に
よ
る
変
化
と
の
関
係
も

知
り
た
い 。
土口
田
茂
晃
「「
存
続
の
助
動
詞」
考
|l万葉集の「り」
につい
て
|1」

(『
万
葉』
問 、
万
葉
学
会 、
平
成
5)
で
は 、
「
り」
と
現
代
語
「
1

て
い
る」
を

と
も
に
「
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
の
《
既
実
現
H

存
在》
性
を
語
る
も
の」
と
と

ら
え
た
上
で 、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
が
実
現
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
偏
り
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る 。
金
水
敏「
状
態
化
形
式
の
推
移
補
記」
(『
松
村
喜
寿』
平
成
立

で
は 、
「
を
り」
の
衰
退
を
「
1
り」
の
衰
退
と
同
根
の
問
題
と
し
て
捉
え 、
中

山
昌
久
氏
の
動
詞
形
態
論
を
援
用
し
て
説
明
を
与
え
た 。
来
田
隆
「
ヰ
ル
と
ア

リ
||一

韓の
抄物から
||」

(『
小
林
記
念」
平
成
4)
で
は 、
阪
倉
篤
義
氏
が
万
葉

集
の
「
ゐ
る」
と
「
を
り」
の
用
法
に
基
づ
い
て 、
前
者
が
「
存
在
の
客
観
的

記
述」 、
後
者
が
「
存
在
の
主
体
的
描
写」
を
表
す
と
し
た
の
を
承
け 、
こ
の
区

別
が
抄
物
の
「
ゐ
る」
と
「
を
り」
に
つ
い
て
も
有
効
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し

て
い
る 。
近
藤
泰
弘
「
丁
寧
語
の
ア
ス
ペ
ク
ト

的
性
格

||中古語の
「はべ
り」
を

中心に
||」

(『
辻
村
記
念」
平
成
4)
は 、
さ
ま
ざ
ま
な
「
は
べ
り」
の
用
法
の
中

に 、
「
あ
り」
や
「
り・
た
り」
の
変
容
と
し
て
の
状
態
性
の
意
味
を
持
つ
も
の

と 、
ア
ス
ペ
ク
ト

的
に
は
中
立
で 、
敬
語
的
な
意
味
を
与
え
る
た
め
だ
け
に
動

詞
等
に
付
加
さ
れ
る
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た 。
、H，
〉
同ハ開
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B)
は 、
広
範
囲
の
現
象

に
目
配
り
の
効
い
た
テ
ン
ス・
ア
ス
ペ
ク
ト

史
の
概
観
に
な
っ
て
い
る 。

ム
ー
ド

の
助
動
詞
等

ム
ー
ド
は
も
と
も
と
難
し
い
問
題
な
の
で 、
今
期
も
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー

チ
の
論
文
が
数
多
く
生
産
さ
れ
た 。
特
に
目
立
っ
た
動
向
と
い
う
の
も
な
い
よ

う
に
恩
わ
れ
る
の
で 、
だ
い
た
い
時
代
順
で
特
色
あ
る
論
文
を
い
く
つ
か
取
り

上
げ
た
い 。

久
島
茂「
上
代
の「
i

終
止
形
+
ミ
ユ」
文
の
構
造
に
つ
い
て」
(「
辻
村
記
念」

平
成
4)
は 、
「
み
ゆ」
が
「(
1)

連
体
形
に
接
続
す
る
方
が
自
然
だ
と
思
わ
れ

る
が 、
な
ぜ
そ
う
な
の
か 。」
「(
2)

終
止
形
に
接
続
す
る
の
は
な
ぜ
か 。
そ
の

終
止
形
の
文
法
的
性
質
は
何
か 。」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る 。

(
1)
は 、
準
体
法
が
未
発
達
で
あ
っ
た
こ
と 、
(
2)
は
知
覚
内
容
を
表
す
た
め

に
「
積
極
的
に
テ
ン
ス
を
欠
い
た
形」
と
し
て
の
終
止
形
が
意
味
内
容
に
と
っ

て
適
切
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る 。
テ
ン
ス・
ア
ス
ペ
ク
ト

や
統
語
構
造
に

目
配
り
の
効
い
た 、
手
堅
い
議
論
を
積
み
重
ね
て
い
る 。

高
山
善
行「
中
古
語
モ
ダ
リ
テ
ィ

の
階
層
構
造
l|助動詞の

意味組織をめざして

|」
(『
語
文」
肉 、
大
阪
大
学 、
平
成
4)
で
は 、
統
語
構
造
の
面
か
ら
助
動
詞

の
階
層
性
に
関
す
る
仮
説
を
提
案
し
て
い
る 。
現
代
語
で
は
常
套
化
し
て
い
る

作
業
だ
が 、
古
典
語
で
正
面
切
っ
て
取
り
上
げ
た
も
の
は
案
外
な
く 、

貴
重
で

あ
る 。
階
層
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
の
限
界
も
わ
き
ま
え
な
が
ら 、
い
い
結
果
を
出

し
て
い
る
と
甲γフ 。

議
論
の
絶
え
な
い
「
し
づ
心
な
く

花
の
散
る
ら
む」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て 、

今
期
も
論
考
が
あ
っ
た 。
北
原
保
雄「「
ら
む」
留
め
の
歌
に
お
げ
る
既
定
と
推

量

||原因など
を
推景する意味はどこから生じるか
||」

(『
小
松
記
念』
平
成
5)
で
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は 、
「
ら
む」
留
め
の
歌
の
さ
ま
ざ
ま
な
ヴ
ァ
リエ
ー
ショ
ン
を
既
定
の
事
実
と

推
量
部
分
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
解
き
あ
か
し 、
問
題
の
歌
は
「
光
の
ど
げ
き
春

の
日
(
デ
アル
こ
と
「
し
づ
心
な
く
花
の
散
る
ら
む」
と
い
う
あ
い
矛
盾
す
る

既
定
の
事
態が
並べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら 、
原
因・
理
由
を
推
量
す
る
意
味
あい
が

自
然
に
生
じ
る
と
し
て
い
る 。
山
田
潔
「「
し
づ
心
な
く
花
の
ち
る
ら
む」
考」

(『
園
皐
院
雑
誌』
似14、
平
成5)
で
は 、
宣
長
の
「
か
な
の
意
に
通ふ
ら
ん」

の
路
線
で 、
こ
の
主
の「
1

の
1
ら
む」
は
推
量
で
は
な
く
前
件
と
後
件の「
背

理
矛
盾(
遠
藤
和
夫
氏に
よ
る
こ
に
よ
る「
驚
き」
を
表
す
と
し
て
い
る 。
前
件

と
後
件
の
対
比
を
重
視
す
る
点
で
は
両
説
は
共
通
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。

小
松
光一二「
体
言
に
連
な
る
助
動
詞「
む」
の
表
現
||『枕草

工の場合」
(『
国

語と
国文
学』
ωlH 、
東京
大
学、
平
成4)
は 、
連
体
法
の「
む」
と
そ
の
主
節

と
の
関
係
を
考
察し
て
お
り 、
〈
腕
曲〉
な
ど
と
あい
ま
い
に
扱
わ
れ
て
き
た
こ

の
種
の
「
む」
の
理
解に
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
い
る 。

田
中
雅
和
「
和
化
漢文
に
お
け
る
「
将・
欲」
と
「
可・
当」
等に
つ
い
て
11

〈意志V
の意味・用法を中心に」
(「
小
林記
念』
平
成4)
で
は 、
和
化
漢
文
の
「
可・

当」
(ベ
シ
類と
す
る)
の〈
意
志〉
の
用
法に
つ
い
て
調
査
し 、
和
化
漢
文
で
は

和
文
に
先だっ
て
中
世
以
前
に
べ
シ
類に
〈
意
志〉
の
用
法
が
あっ
た
こ
と 、

和
化
漢
文
のベ
シ
類
は
待
遇
上
の
上
位
者で
あ
る
言
語
主
体
が
下
位
者
に
む
か

つ
て
自
分
自
身
の
意
志
を
直
接
に
表
明
す
る
場
合に
用
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る

こ
と 、
な
ど
を
あ
き
ら
か
に
し
た 。
こ
れ
は
尊
敬
語「
る・
ら
る」
に
関
す
る
大

坪
論
文 、
辛
島
論
文
と
き
わ
め
て
強い
平
行
性
を
持っ
た
結
論
で
あ
る 。
突
き

合
わせ
て
検
討
し
て
み
る
価
値
が
あ
る 。

菅
原
範
夫「「
う
ず」
の
消
滅
過
程」
(『小
林記
念』
平
成4)
で
は
室
町
末
か

ら
江
戸
時
代
初
期に
お
け
る「
う
ず」
の
消
長に
つ
い
て
検
討
し 、
「べ
し」
と

の
関
連
や
丁
寧
表
現
と
し
て
の
性
格
に
言
及
し
て
い
る 。

土
屋
信一
「「
の
だ
ろ
う」
以
前
||江戸語の「だろう」

の用法
||」

(『小
松
記

念』
平
成5)
で
は 、
文
化
年
間
以
前に
「
の
だ
ろ
う」
と
い
う
形
は
現
れ
ず 、

「
だ
ろ
う」
が
現
代
語
よ
り
広い
用
法
を
覆っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た 。

併
せ
て 、
「
で
は
な
い
か」
と「
の
で
は
な
い
か」
に
つ
い
て
も考
察し
て
い
る 。

ま
た
佐
伯
哲
夫
「
ウ
と
ダロ
ウ
の
職
能
分
化
史」
(『
国
語学』
問 、
平
成5)
で

は 、
固
定
読
本
を
資
料
と
し
て 、
「
ウ
群と
ダ
ラ
ウ
群
の
職
能
分
化
は 、
ウ
群
の

ダ
ラ
ウ
群へ
の
交
替
を
柱
に 、
独
自
の
ダ
ラ
ウ
群
の
漸
増
を
加
え
た
事
象」
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
を
述べ
た 。
両
論
文
は 、
近
代
語
の
微
細
な
言
語
史
が

現
代
語
研
究
に
も
有
効
な
デ
l

タ
を
与
え
う
る
こ
と
を
示
し
てい
る
よ
うに
思

わ
れ
る 。

今
期は 、
終
助
詞
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
に
なっ
て
き
た 。
特
に 、
柴
田
敏

「
終
助
詞
カ
シ
の
モ
ダ
リ
テ
ィ」

(『小
松
記
念」
平
成5) 、
森
野
崇「
終
助
詞「
か

し」
の
機
能」
(『
辻
村記
念」
平
成4) 、
森
野
崇「
平
安
時
代に
お
け
る
終
助
詞

「
ぞ」
の
機
能」
(『
国語学』
刷 、
平
成4) 、
森
野
崇「
奈
良
時
代
の
終
助
調「
ぞ」

に
つ
い
て」
(「
国
語
国文」
ml5 、
京
都大学、
平
成5)
等が
充
実
し
て
い
た 。
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動
詞
形
態
論

坪
井
美
樹「
平
安
時
代
に
お
け
る「
命
令
形」
の
成
立(『文
芸
言
語
研
究』
幻 、

筑
波
大
学、
平
成5) 、
同「
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
消
滅
と
活
用
体
系」
(「小
松
記

念』
平
成5)
で
は 、
「
形
態
の
示
差
性」
と
い
う
概
念
を
軸
に 、
動
詞
の
活
用

の
変
化
の
要
因
に
つ
い
て
精
力
的
な
検
討
を
加
え
て
い
る 。
方
言
ま
で
含
め
て 、

ど
れ
く
ら
い
普
遍
性
を
持っ
た
概
念
な
の
か 、
検
証
し
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る 。
釘
貫
亨「
古
代
国
語
に
お
け
る
動
詞
派
生
形
態
の
歴
史
的
変
遷に
つ
い
て」

(『
藤
森こ
と
ば』
平
成4)
で
は 、
動
詞
自
他
対
応
の
三
つ
の
タ
イ
プ
の
成
立
の

先
後
関
係
を
再
構
成
し 、
併せ
て
平
安
以
後
の
動
詞
形
態
派
生
の
方
法
と
の
違



い
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る 。
大
塚
光
信「
上一
・

二
段
活
用
語
未
来
形
に
お
け
る

「
|ユ

ウ」
か
ら
「
|ヨ

ウ」
へ
||オ

段
開合
室
長同の
時期と
関連して
||」

(『
藤

森
こ
と
ば』
平
成
4)
で
は 、
「
ーュ

ウ」
か
ら
「
|ヨ

ウ」
へ
の
変
化
と
オ
段
開

合
長
音
の
混
乱
か
ら
混
同
へ
の
変
化
を
並
行
的
に
捉
え 、
お
お
よ
そ一
五
五
O

ー一
六
O
O
の
五
0
年
間
の
聞
の
出
来
事
と
推
定
し
て
い
る 。
坂
口
至「〈
研
究

ノ
l
ト〉

助
動
調
ヨ
ウ
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て 、
そ
の
後」
(『
筑
紫
語
学
研
究」
3 、

筑
紫
国
語
学
談
話
会 、
平
成
4)
も
併
せ
て
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う 。
屋
名
池
誠

「
あ
る
連立日
思
避」
(『
松
村
喜
寿」
平
成
5)
で
は 、
動
詞
の
末
尾
音
節
と
次
宋
音

節(
連
用
形
で
見
る)
に
同一
子
音
が
立
た
な
い
と
い
う
現
象
が
適
時
代
的
に
見

ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た 。
発
見
と
し
て
興
味
深
い
が 、
積
極
的
な
意
義
付
け

が
聞
き
た
い 。そ

の
他

法(史的研究)

こ
こ
ま
で
の
分
類
に
納
ま
ら
な
か
っ
た
論
文
か
ら
適
宜
ひ
ろ
っ
て
お
く 。

片
桐
洋一
「
古
今
集
仮
名
序
の
文

章ーーその
性絡と成立
||」

(『
鶴
久
記
念』
平

成
5)
は 、
古
今
集
仮
名
序
に
「
侍
り」
が
見
ら
れ
ず 、
会
話
的
で
「
実
は
1

な

の
だ」
と
い
う
後
補
的・
介
入
的
な
性
格
を
持
つ
「
な
む」
が
用
い
ら
れ
て
い
る

点
か
ら 、
仮
名
序
が
宣
下
者
で
あ
る
醍
醐
天
皇
に
対
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は

な
く 、
第一
次
奏
覧
本
に
は
仮
名
序
が
な
か
っ
た
と
推
定
し 、
後
年
の
「
普
及

版」
に
初
め
て
つ
り
加
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
し
て
い
る 。

山
口
佳
紀「
上
代
に
お
け
る
程
度
副
詞
と
古
事
記
の
訓
読」(『
国
語
と
国
文
学』

ωl
3 、

東
京
大
学 、
平
成
4)
で
は 、
古
事
記
の
「
甚」{子
の
訓
み
と
し
て
形
容

調・
形
容
動
詞
を
修
飾
す
る
場
合
に
は
「
イ
ト

(
乙)」 、
動
調
を
修
飾
す
る
場
合

に
は
「ハ
ナ
ハ
ダ」
が
適
当
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
を
主
張
し
て
い
る 。

柳
田
征
司
「
希
項
周
傾
講
『
論
語
講
義
筆
記」
と
断
定
の
「
ダ」」
(「
小
林
記

文

念』
平
成
4)
は 、
新
資
料
を
用
い
て 、
京
都
で
は
断
定
の
助
動
調
と
し
て「
ダ」

が
「
ヂ
ヤ」
よ
り
も
古
く

行
わ
れ
て
い
た
形
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る 。
こ

の
こ
と
と
現
代
の
方
言
分
布
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
た
論
文
も
準
備
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る 。

さ
い
ご
に

今
期
の
動
向
の一
端
を
キ
ー

ワ
ー
ド

的
に
表
す
な
ら
ば 、
「
テ
キ
ス
ト

機
能 、

会
話
機
能
へ
の
着
目」
「
統
語
構
造
の
明
確
化」
「
文
法
変
化
の
契
機
と
し
て
の

翻
訳
語
法」
等
と
で
も
な
ろ
う
か 。
力
及
ば
ぬ
こ
と
ば
か
り
で 、
何
と
も
ま
と

ま
り
の
な
い
展
望
で
あ
っ
た
が 、
私
自
身
に
と
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ

っ
て
勉
強
に
な
っ
た 。
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
編
集
委
員
会
に
感
謝

申
し
上
げ
た
い 。
な
お 、
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ
て
小
田
智
将 、
荻
原
伸
両
氏

の
多
大
な
ご
助
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
く 。||

神
戸
大
学
助
教
授

||
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